
13:30~18:00（13:00 開場）

イイノホール＆
カンファレンスセンター
東京都千代田区内幸町 2- 1 -1 飯野ビルディング 4 階

事前登録制
参加費無料

経済産業省・厚生労働省・国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）主　催

２０２４年2月１日
15:00まで
定員になり次第、受付を終了します。

受付期間 定　員

Web
併用

申　込
国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）のHPから

https://www.amed.go.jp/news/event/20230207.html

今回、DASH for SaMD2（Digital Transformation Action 
Strategies in Healthcare for SaMD 2）に基づき、経済
産業省、厚生労働省、AMEDの共催にて、SaMD産学官
サブフォーラム2024 を開催いたします。
本サブフォーラムにおいては、「プログラム医療機器の
海外展開における現状と課題について」と「AMEDの
産学官 SaMD支援施策について」の2テーマについて
議論を深めます。
フォーラム終了後に、ネットワーキングを目的として
情報交換会も開催いたします。事前登録の上、ぜひご
参加ください。

400名 
1‚000名

会　場

Web参加



プログラム

第一部 :プログラム医療機器の海外展開における現状と課題について 

① ① 米国における SaMD開発及び市場動向について
 Kicker Ventures, Founder & Managing Partner 清峰正志

② ② 日本スタートアップの国際展開における課題と期待
 ～米国でのアクセラレーター（RAP）で得た学び～
 北米三菱商事会社 Head of Healthcare Sector, Senior Director 若狭翔太朗

③ ③ 海外展開を見据えた開発及びマーケティング戦略
 株式会社 Cardio Flow Design, Chief Technology Officer 宮崎翔平

  総合討論
 ファシリテーター：Stanford大学 Biodesign Program, Program Director (U.S.) Japan Biodesign 池野文昭

13:35 - 13:55

  開会の辞
 経済産業省 商務・サービスグループ 医療・福祉機器産業室 室長 渡辺信彦 

13:30 - 13:35

13:55 - 14:15

14:35 - 15:05

14:15 - 14:35

① ① AMEDにおけるSaMD研究開発支援実績と今後の方向性
 日本医療研究開発機構 医療機器・ヘルスケア事業部 調査役 小関義彦

② ② 開発ガイダンスによる SaMD開発支援のアプローチ
 産業技術総合研究所 首席研究員 鎮西清行

③ ③ 支援実績を通して得られた共通課題の整理と今後の支援の在り方
 東北大学病院 臨床研究推進センター 特任講師 間々田圭祐

  総合討論
 ファシリテーター：東京大学大学院 教授 佐久間一郎

15:20 - 15:35

15:35 - 15:50

④ ④ 大学発ベンチャーのSaMD開発と海外展開
 OUI Inc. 代表取締役 清水映輔

16:05 - 16:20

  閉会の辞
 日本医療研究開発機構 医療機器・ヘルスケア事業部 部長 桐部仁志16:50 - 16:55

  休憩15:05 - 15:20

16:20 - 16:50

  情報交換会16:55 - 18:00

15:50 - 16:05

第二部：AMEDの産学官SaMD支援施策について

フォーラム事務局

TEL : 03-5835-0388  / FAX : 03-5835-0296
E-MAIL : amed2427@d-wks.net
日本医療研究開発機構（ AMED ）の委託を受け、株式会社ディーワークスが事務局を運営しています。


